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分類情報と言語情報の統合利用に基づくコンテンツ空間の可視化 
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あらまし  本稿では，コンテンツに付与された意味内容に関するメタデータを活用して，大量コンテンツを２次元上に分類・マッピン

グする新たな手法を提案する．提案手法では，メタデータとしてコンテンツに付与された分類情報と言語情報とを統合的に処理することで，

コンテンツ間の関連性とともに分類情報の情報構造をも反映したコンテンツの２次元マップを生成する．450 件の新聞記事データを用いた

予備実験によって提案手法の有効性を検証した． 
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Abstract  This paper presents a new framework of 2D visualization of content space based on classification information 
and textual information. The prominent feature of the proposed method is that content space is mapped into a 2D space such 
that contents can be clustered by each classification category of the classification hierarchy and that the structure of the 
classification hierarchy is reflected in a content map as well as the relevance between contents based on their textual 
information. The design and implementation of the 2D visualization method are introduced, together with preliminary 
experimental results.  
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1. はじめに  

我々は，より付 加 価 値の高 いコンテンツナビゲーションサ

ービスの実現に向けた取組みの一環として，コンテンツに付

与された意味内容に関するメタデータを活用して，大量のコ

ン テ ン ツ を ２ 次 元 上 に 分 類 ・ マ ッ ピ ン グ す る シ ス テ ム

「AssociaGuide」の研 究 開 発 を進 めている[1][2][11][12]．

本システムでは，アクセスインタフェースにマップ表現を採用

することによって，ユーザが大 量 のコンテンツに対 して電 子

地図を操作する感覚で全体像を鳥瞰しながら興味あるコン

テンツに連続的にたどりつける． 

本 システムにおけるコンテンツの分 類 ・マッピング過 程 で

は，コンテンツに付随するジャンルなど分類情 報と，概要 説

明文書など言語情報とを統合的に処理することによって，コ

ンテンツ間 の内 容 的 な関 連 性 とともに，与 えられた分 類 情

報の情 報 構 造を同 時に反映 した２次 元マップを生成する．

分 類 情 報 の情 報 構 造 は２次 元マップにおいて巨 視 的な構

造として陽に表現される．これによってユーザは，２次元マッ

プの全体的な構造を概観できる，あるいは把握し易くなるメ

リットがある．また，連続的なフォーカスのための指標などとし

て利用することもできる． 

さらに，コンテンツの分類・マッピング処理では，電子地図

のメタファーを考 慮する立 場 から，新規 コンテンツの登録 に

ついては追加 型を前 提としている．すなわち，新規コンテン

ツを新たに登録する場合には，それまでに登録されているコ

ンテンツの２次元座標は全く変えずに新規コンテンツのみを

２次元マップ上に追加的に配置する形態をとる．これによっ

てユーザは，本システムを使い続けるなかで既に閲覧したコ

ンテンツの配置場所を記憶したり，配置場所毎の内容の差

異を視覚的に記憶したりすることができるメリットがある．いわ

ゆる土 地 鑑 を活 かした２次 元 マップの探 索 あるいは散 策 が

できるようになるのである．これは，インターネットなどコンテン

ツが随時追加されるサービスで特に有用であろう． 

以 下 本 稿 では，本システムで実 現 している，メタデータを

前提としたコンテンツの分類・マッピング手法を中 心に検 討

を進める．まず，２章で，追加登録を前提とした大量コンテン

ツの２次 元マッピング手 法 について述 べる．次に３章で，予

備的な実験の結果を報告し，４章で関連研究について述べ

る．最後に５章でまとめと今後の課題を述べる． 
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図２： 分類大系の例  図１  提案システムの概念図  
 

2. コンテンツ空間の可視化   G1 
提 案 手 法 では，与 えられた分 類 情 報 の情 報 構 造 ，すな

わちコンテンツの分 類 大系 を反 映した２次 元マップ（以 下 、

基 準 マップと呼 ぶ）をまずモデル的 に生 成 して，これにコン

テンツを一 つずつ登 録 していく．提 案 手 法 は，分 類 大 系 を

参照し，分類大系の最下層ジャンルに対応づけられた一つ

ないし複数の概念ベクトルから基準マップを生成する過程と，

入 力 コンテンツが与 えられた場 合 に，それに付 与 された言

語 情 報 から概 念 ベクトルを生 成 して入 力 コンテンツの分 類

情報を考慮しながら，入力コンテンツを基準マップに追加的

に配置する過程とからなる．図１に提案システムの概念図を

示す． 
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図３： 基準マップの概念図  
 
2.1. 基準マップの生成  

ここでは，分 類 大 系 の最 下 層 ジャンルに対 応 づけられた

概念ベクトルを用いて，与えられた分類 情報の情 報構 造 を

反映した基準マップを生成する．基準マップは，すべての最

下層ジャンルに対応づけられた概念ベクトルから，それら概

念ベクトルどうしの概念空間での距離関係を考慮しつつ，そ

れら概念ベクトルが属するジャンルの深さ方向に関する一致

度合いを同時に考慮して，深さ方向に一致すればするほど，

概念ベクトルどうしが２次元上で互いに近い位置に配置され

るようある制約を設けて配置する．これによって，１階層目が

同 一ジャンルの概 念ベクトルどうしは，２次元 上で互 いに近

い位置に配置されることになる．さらに，２階 層目も同じジャ

ンルに分類される概 念ベクトルどうしは，そのなかでもさらに

近接して配置されることになる．そして，このような分類情 報

の階 層 構 造 に対 応 した概 念 ベクトルのクラスタ化 が最 下 層

ジャンルまで続く２次元マップが生成される．一方，基準マッ

プでは，概 念 ベクトルどうしの概 念 空 間 での距 離 関 係 を考

慮するため，各階 層におけるジャンルのクラスタの周囲には，

内 容 的 に近いジャンルのそれが配 置されることになる．した

がって，分類情報の階層構造と，ジャンルどうしの意味内容

的な関連性とを同時に反映した２次元マップが生成されるこ

とになる．なお，ここで述 べた概 念 ベクトルは，日 本 語 語 彙

大 系 における約３０００の意 味カテゴリに対 する関 連 度 を成

分とする多次元ベクトルを意味している[4][6][9]． 

以下，基準マップの生成アルゴリズムについて詳説するが，

ここでは簡 単のため，分 類 情 報 の階 層 構 造 が(すべての枝

で)深さ２の場合を例に説明する．提案アルゴリズムは，深さ

が任 意の場 合 に容 易 に拡 張 可 能である．また，枝によって

深さが異なる場合にも拡張可能である． 

１階 層 目 のジャンルを G とし， G に含 ま

れる２階 層 目 のジャンルを G とする．ここで，

は１階層目のジャンル数を， は に含まれる２階

層 目 のジャンル数 を表 す．図 ２に分 類 大 系 の例 を示 す．ま

た，図３に，図２の場合に対応する基準マップの概念図を示

す．図２あるいは図３で，G1 は例えば「ニュース」、G11 およ

び G12 はそれぞれ「政治」「経済」であり、G2 は「スポーツ」，

G21 および G22 はそれぞれ「野球」「サッカー」などである． 
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２階層目のジャンル G に対応づけられた概念ベクトルの

集合を とする．また，１階層 目 の各ジャンル G について

を次のように定める．また， を次のように定める． 
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S は２階 層 目 のすべてのジャンル G に対 応 づけられた

概念ベクトル全体の集合である．  
pq

基準マップの生 成では， S に含 まれる概 念ベクトルを，そ

れら概 念 ベクトルどうしの概 念 空 間 での距 離 関 係 が保 存 さ

れるように多 次 元尺 度 法[14]を用 いて２次 元 上に配 置する

が，その際，前述した分類情報の情報構造を反映するため

に概念ベクトルの２次元配置に関してある制約を設ける．す

なわち，次の目的関数 E を，以下に述べる制約つきで最小

化する問題として定式化する． 
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ここで， は に含まれる概念ベクトル および の概念

空間でのユークリッド距 離を表す．また， d は， および

に対応する２次元座標 および のユークリッド距

離を表す． 
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以 下，制 約 条 件 について説 明する．まず，１階 層 目 の分

類 情 報の情報 構 造を基 準マップに反 映するための制 約 条

件として， のすべての異なる組合せ お

よび について次の不等式制約を導入する． 
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ここで， は に含まれる概念ベクトル v の総数 を表す． 

また， は， ( )に属 する概 念 ベクトルたちに対 応

する２次 元 座標の重 心を
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とするとき，  
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また， � ( )は ( )に属 する概 念 ベクトル v たち

に対 応 する２次 元 座 標 ( の，重 心 座 標
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また，式(4)で は１よりも大きな実数を表す． 
pp SS �,�

式 (4)は， および の概 念 ベクトルたちが２次 元 上 で

分離して配置されるようにするための制約である． 
pS pS �

次 に，２階 層 目 の分 類 情 報 の情 報 構 造 を基 準 マップに

反 映 す る た め の 制 約 条 件 と し て ， を 固 定 し

のすべての異 なる組 合 せ および に

ついて，次の不等式制約を導入する． 

p
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ここで， ， および ， � は上記と同様

にして定 義される．この制 約 式がすべての に

わたって導入される． 
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式(8)の意 味 も式(4)と同 様であり， S および の概念

ベクトルたちが２次元上で分離して配置されるようにするため

のものである． 

pq qpS �

式 (4)および (8)の不等式制約を同時に満たす２次元

座標 の組であって，式 (3)を最小化する，すなわ

ち概念ベクトルどうしの概念空間での距離関係を最大

限保存するような組を求めることにより，前述した性

質を備えた基準マップを生成する．なお，上記の制約

つき最小化問題は，逐次２次計画法を用いて解くこと

ができる [8]．  

),( ii yx

 

2.2. コンテンツの登録  
ここでは，入力コンテンツに付与された分類情報と言語情

報から，入力コンテンツを基準マップに追加的に配置する．

以 下 では、入 力 コンテンツに付 与 された最 下 層 ジャンルが

としてアルゴリズムを説明する． pqG
  
（手 順１）コンテンツに付 与された概 要 説 明 文 書あるいは

キーワードなど言語情 報を概 念ベースにかけて，コンテンツ

の意味内容を特徴付ける概念ベクトルを生成する[6][9]． 

 

(手順２) に含まれる概念ベクトルについて，これらとの概

念空間での距離関係が保存されるように式(3)を模した次式

によって，入力コンテンツを基準マップ上に配置する． 
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ここで、 は入 力 コンテンツの概 念ベクトルと の要 素 と

の概念空間でのユークリッド距離を表し， は入力コンテン

ツに対応する２次元座標と S の要素 に対応する２次元座

標とのユークリッド距離を表す．また， � は 0 を満た

す実数である(入力コンテンツには依存しない)． 
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ただし，入 力コンテンツの分 類 情 報を２次 元 配 置に反 映

するために，式(9)に関して次の制約を設ける．ジャンル G
に対応づけられた概念ベクトルの集合 のなかで，入力コ

ンテンツの概 念 ベクトルと概 念 空 間 でのユークリッド距 離 が

最 も近 いものを v とするとき， に対 応 する２次 元 座 標 と，

入力コンテンツに対応する２次元座標のユークリッド距離 ，

および とは異なる の要 素 に対 応 する２次 元 座 標 と，

入 力 コンテンツの２次 元 座 標 のユークリッド距 離 につい

て，  
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kv とは異なる の要素 について，この不等式制約を導

入する．これによって，入 力 コンテンツを基 準マップ上の

に対応する２次元座標の近くに配置する．すなわち，これに

よって入 力 コンテンツは，基 準マップ上 のジャンル G の領

域内あるいは境界 付近であって、かつ S に含まれる概 念ベ

クトルどうしとの概念空間での距離関係をできるだけ保存す

るような位置に配置する．なお，上記の制約つき最小化問

題は，基準マップの生成と同様，逐次２次計画法を用

いて解くことができる [8]．  
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文 献 [2][3]では，自 己 組 織 化 マップの学 習 アルゴリズム

[7]を模した手法によって，入力コンテンツの基準マップへの

配 置 を行 っていたが，学 習 率 など重 み関 数 やパラメータの

設定が必ずしも容 易ではないという問題 点があった．ここに

述べた手法は，パラメータ � の調整は必要であるものの，従

来の手法に比べて扱いが容易になっている． 

 

 

  



 

3. 予備実験の結果  
3.1. 実験に用いたデータ  

本実験では，適用対象として毎日新聞の 30,207 記事デ

ータ(1994 年発行分)からなる RWCP コーパスを使用した．こ

の記 事データには，記 事 の掲 載 面 を示 す掲 載 面 種 別 コー

ドとともに，各 記 事 に対 してそれらが属 するジャンルを表 す

複数の UDC コード[4]が付与されている．本実験では，分類

大 系の階 層の深さを２とするために，1 階 層 目の分 類に掲

載面種別コードを採用して，２階層目の分類に UDC コード

を採 用 する構 成 をとった．分 類 大 系 の構 成 を次 の表 に示

す． 

 

 

表１ 本実験の分類大系 

ジャンル名 
ジャンルコード 

第１階層(掲載面) 第２階層(UDC)

01.01 経済 金融・通商 

01.02 経済 経営・広告 

02.01 家庭 食品・食事 

02.02 家庭 医療・健康 

03.01 国際 政治 

03.02 国際 法律 

04.01 社会 金融・通商 

04.02 社会 法律 

04.03 社会 医療・健康 

 

上記分類大系の各ジャンル(例えば「経済＞金融・通商」

など)に分類された RWCP コーパスの記事データを各ジャン

ルから 50 件ずつ，したがって，全ジャンルで 450 件選んで実

験を行った．なお，上記毎 日 新聞の記事データには，記 事

見出しおよび本文のキーワードが付与されており，本実験で

はこれを記事データの言語情報として用いた． 

 

3.2. 基準マップの生成結果  
本実験では、上記９つの最下層ジャンルに対応づける概

念ベクトルを次の要領で構 成 した．各ジャンルに属する 50

の記事データから算出した概念ベクトルを k-平均法によっ

て，クラスタリングして 20 のクラスタに分割する．そしてそれら

クラスタの重心ベクトルを求めてジャンルの概念ベクトルとし

た．したがって，1 ジャンルにつき 20，全ジャンルで 180 の概

念ベクトルを対応づけた．これら 180 個の概念ベクトルを用

いて基 準マップを生 成 した結 果を図４に示す．ただし，図４

で Ann.mm はジャンルコードが nn.mm のジャンルに対応づけ

た概念ベクトルである．なお，図で点線は，１階層目のジャン

ルに対応する領域を，実線 は２階層目のジャンルに対応 す

る領域を表している． 

 

3.3. コンテンツの登録結果  
上記で生成した基準マップに 450 件の記事データを登録

した結果を図５に示す．ただし，図５で Ann.mm はジャンルコ

ードが nn.mm のジャンルに対応づけた概念ベクトルであり，

Bnn.mm はジャンルコードが nn.mm に分類した記事データを

表す．上 記 同 様，図で点 線 は，１階層 目のジャンルに対応

する領 域を，実 線は２階 層 目 のジャンルに対 応する領 域 を

表している． 

   

3.4. 従来法との比較 
基準マップ生成における提案手法の有効性を見るため，

3.2.で求めた 180 のジャンルの概念ベクトルを式(３)のみによ

って，すなわち式 (4)および(8)の不 等 式 制 約 は課 さずに従

来の多次元尺度法によって２次元配置した結果を図６に示

す．同 様に，450 の記 事データの概 念ベクトルを式 従 来 の

多次元尺度法によって２次元配置した結果を図７に示す． 

 

3.5. 考察  
図 ４では，２階 層 目 の最 下 層 ジャンルに対 応 づけられた

概念ベクトルたちが階層毎にクラスタ化されて２次元配 置 さ

れ，分類大系の階層構造が反映されていることが分かる． 

また図 ４では，「社 会 ＞金 融 ・通 商 」(04.01)の概 念 ベクト

ルの領域の左下方に第 1 階層が同じ「社会＞法律」(04.02)

の領 域が隣 接しているが，右 下 方には第 1 階 層が異なる

「国際＞法律」(03.02)が隣接して配置されていることが分か

る．これは詳細な評価が今後 必要ではあるが，提案手法 が，

ジャンルの概 念ベクトルたちを階層 毎にクラスタ化して配 置

しつつも，内 容 的 に近 いあるいは連 想 的 に関 連 するジャン

ルの概 念 ベクトルを２次 元 上 近 い配 置 したためと考 えられ

る． 

図 ５では，各 最 下 層 ジャンルに分 類 された記 事 データが

対応するジャンルの領域内あるいは境界上に配置され，制

約つき最適化 問題として定 式化したコンテンツ登録手法 の

有効性が分かる． 

一方，ジャンルの概念ベクトルあるいは記事データの概念

ベクトルを従 来の多 次 元 尺 度 法によって，すなわち式(3)の

目的 関 数のみによって直 接２次元 配 置した結 果の図６ある

いは図７では，「家 庭＞食 品 ・食事」(02.01)など一 部のジャ

ンルで概念ベクトルのクラスタ配置が認められるものの，すべ

てのジャンルでのクラスタ配置は認められない．これは，従来

の多 次 元 尺 度 法 がそもそも概 念 ベクトルどうしの概 念 空 間

での距離構造のみを考慮するものであって，コンテンツに付

与 された分 類 情 報 をも考 慮 するものではないことから，ある

意味では自然な結果であると言える． 

 
 

4. 関連研究  
大量文書などの２次元可視化を目的に，多次元データを

２次元上に分類・マッピングする手法はこれまでにも多数提

案されている．例えば，Wise らは多次元尺度法を用いて大

量 文 書 を２次 元 上 に配 置 する手 法 を提 案 している[16]．ま

た舘村は，スプリングモデルに基づいて多数の文書とキーワ

ードをユーザの操作によって，インタラクティブに２次元配置

する手法を提案している[15]．これらは文書の言語情報から

算出した特徴ベクトルを用いて，特徴ベクトルが近ければ近

いほど２次元上でもそれらを近くに配置しようとするものであ

るが，提案手法のように文書情報とは別に存在する分類 情

報をも可視化に反映しようとする技術ではない． 

また，大量文書の特徴空間におけるクラスタ構造などマク

ロな構造を２次元上に可視 化する手法が，例えば吉岡らに

よって提案されている[17]．吉岡らは k-平均法と人工神経

回路網である NeuroScale[10]を組み合せた可視化技術に

よって，特徴空間のクラスタ構造を推定したうえでそのクラス

タ構造を２次元 上に反 映する可視 化技 術を実現している．

  



 

クラスタ構 造が２次元 上で巨視的に表現される点では吉 岡

らの手法は提案技術と類似であるが，吉岡らの手法は上記

と同様そもそも言語情報のみに基づくものであり，提案手法

のように分類情報を前提として，これの階層構造などの情報

構造をも２次元可視化に反映しようとするものではない． 

なお，自己組織化マップ SOM を用いた文書の２次元可

視化技術がこれまでに多数提案されているが[7][13]，SOM

はそもそも特徴空間のクラスタを２次元上のセルに投影する

技術である．文書毎に２次元座標を決定していくものではな

い．また上記と同様，分類情報を想定した可視化技術では

ないことから，提案手法とは本質的に異なると考えている．  

 
 

5. おわりに  
本稿では、コンテンツに付与されたジャンルなど分類情報

と，概要 説 明文 書など言 語 情報とを統 合 的に処 理すること

によって，コンテンツ間の内 容 的な関 連 性とともに，分 類 情

報の階層構造など情報構造 をも反映した２次元マップを生

成する方法について検討した． 

提 案 手 法 は，２次 元 マップに分 類 大 系 の階 層 構 造 が巨

視的に表現されるため、ユーザにとってはマップの全体的な

構造が概観，容易に把握できるという利点がある。また逐次

登 録 を前 提とした手 法 を実 現 したため，ユーザが使 い続 け

るなかで土地鑑を活かしたコンテンツの探索あるいは散策が

できる利点を持つ． 

今 後 の課 題 として、提 案 手 法 による２次 元 マップの有 効

性に関する定量的評価が挙げられる． 
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図４ 基準マップの生成結果  
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図５ コンテンツの登録結果   

  



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 従来の多次元尺度法による基準マップの生成結果  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７ 従来の多次元尺度法によるコンテンツの一括配置結果  

  


